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I propose daily life scenes that are being lost in shopping streets. Reorganization of living roads to increase 
stay / consumption time in shopping streets, and linking of shopping street organizations where metabolism is 
unlikely to occur, so that life activity lines in shopping streets do not become mere moving lines due to the 
increase of residential areas and vacant houses Introducing low-wage workers and students who change over 
the course of four years by making use of the skills learned at the university or using part-time jobs. 
Considering the living road and the architecture from the structures that the residents' organization has 
modified, such as streetlights and pavements, we aim to create a daily life view of the shopping street. 






































































おおもん商店街	 	 	 	 	 	 	 えびす商店街	
食品：7 店舗	 	 	 	 	 	 	 	 食品：3 店舗	
飲食・娯楽：７店舗	 	 	 	 		飲食・娯楽：4店舗	
























　　 街灯　　 名前   大正通り商店会 　  きたろーど
 柳町中通り電灯会 　 宿場町通り 　 日の出商店街









        商店会
　　 学園通り
    ( 旭町商店街 )
  おおもん商店街   　　 撤去 ほんちょう商店街 　 柳原千草通り
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画する.敷地である site1 には 10 人想定の学生住宅と木枠
工房.site2は生活支援センターと個人住宅を設計する. 
 
 
図 10_全体計画	
	
木枠構築物	
商店街における人の行為から,それらの活動のきっかけ
となる木枠構築物を設計する.挟み梁構法×通し柱を使
って設計する.これらが人の活動を誘発し,時間をかけて
商店街全域に広がっていくことを想定している.	
図 11_木枠構築物	
	
（２）site1：学生住宅×木枠工房 
学生を商店街組織の輪に引き込むのための前段階として
10 人想定の学生住宅を設計する.低賃金労働者が商店街
に顔を出すきっかけとなる,えびすおおもん図書と木枠工
房を挿入する. 
 
 
図 12_site1	1F	Plan 
 
図 13_site1	Section 
 
（３）site2：生活支援センター×個人住宅 
高齢者や地域住民のための生活支援センターと元豆腐屋
で現在情報関係の仕事をしている老夫婦のための個人住
宅を設計する.敷地は商店街に多く面しているので建物の
色々な表情が出るよう部屋ごとに分割し,誰でも入り込め,
色々な活動があふれるような柔らかい建築を設計した. 
 
	
図 14_site2	1F	Plan	
えびすおおもんシアター
誰でもアトリウム
PCルーム
配送サービス窓口
生活相談
木枠の使われ方 
小商いスペース, 
ベンチ,机,屋根, 
イベントスペース ,即
席バー,避難タラップ 
	
図 15_site2	Section	
	
	 	
写真 8_模型写真 site1,site2	
 
６．	おわりに 
商店街は高齢化や後継者不足によって衰退の傾向にある
が,本設計では提案した木枠構築物や,構築物から展開す
る暮らし方によって商店街を持続していけるのではない
かと考える.そしてそれが北千住全体に広がっていき,商
店街全体が連携し,商店街圏を形成して北千住全体が再度
活性化していくことを願う. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 16_商店街圏 
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